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V'き で し ょう
｢さいしよ , しろいちょうが 3ぴき
あかいおはなに とまって いました,
あとから; 1ぴき みつをすいに やつ
てきました. しろいちょうは ぜんぷで
(式)3十 1-4
(答え) 4ひき
最後に.つくったたし第のお話を黒板の
さし絵を指さしながらお話しさせ,できた
たし辞の問笛をみんなで考え確かめていっ
た_0
5 授業実践研究の考察と課題
【さし絵をもとにお話をする子ども】
本実践では.伝説の教科書 ｢緑表紙｣の
さし絵を活用し,第 1学年 ｢あわせていく
つ ふえるといくつ <たし策>｣の問題づ
くりの実践をもとに算数的活動の内面化を
いかに図ればよいかを考え,たし欝の音味
q=解をより-層確かなものにしていくのた
めの算数的活動の工夫を考えてきた｡
さし絵を前に常をする子どもたちの寮情
や授業後の訂,ノー トに残ったお話文 (問
題文)からは, ｢自分たちだけで,たし第
0)お話がつくれた｡Jrあわせたり,ふえた
りした計許がよくわかった｡Jという達成
感や穿びが読み取れたqまた,取り扱う政
見やさし絵の美しさは,現代の教科苔にも
引けを取らない説得力や存在感を感 じた｡
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しかし,今回 ｢緑表紙｣のさし絵を活用
した本実践を行 うにあたり,教材研究の段
階では次の3点に難しさを感じたO
○ さし絵u)提示の仕方
･拡大した県板掲示で進めるべきか,個
別に配布すべきか｡
･教科宙 1ペ-ジ分のさし絵を一度に全
部見せるか, いくつかに分けて見せ
るかo
O さし絵を取り上げる順序性
･どのさし絵から取り扱っていけばよい
のか｡
(左から右なのか,上から下なのか)
○ 単元の構想
･】_単位時間にどこまでの内容を取り扱
うのか｡
｢緑表紙｣の教師用指導古もその一部が
同社から復刻されて発刊されているが, 1
午/=Eo')さし絵の指導例はなく,自分なりの
解釈で実践を行 うに至った,本来の居に反
した指導になってしまったかもしれない｡
今後ご指摘いただき.勉強していきたい｡
【さし絵をもとにお話をする子ども】
｢さし栓から出たお話 (言姫)と数図ブ
ロックの操作｣,｢数図ブロックの操作と
数式｣,｢お話 (言葉)と数式｣をつなぐ
思考操作をより確かなものにしていく指導
は, 従前から大切にされてきたものであ
る｡また,新学習指導要領で言語活動の充
実の観点から新しく位笹づけられ,強調さ
れている穿数的活動の内容である,｢問題
解決の方法を考えて説明する活動｣につい
ても, ｢自分の考えを分かりやすく説明す
ること (説明力)｣は, 互いに自分の考え
を表現し伝え合ったりするコミュニケーシ
ョン能力の基態であり, 1年生の段階から
大切にすべき罪数的活動であると考える｡
いずれの課題においても,今回の
実践を通して,今後尊､この r緑表紙｣教科
指を活用しながら追究していける可能性を
感 じた｡今後, 普段の教育実践の中におい
て広く r練表紙｣の優れた教材を活用しや
す くしていく邦境を盤えていくたわに 与,,
唱元構想の中に ｢緑表紙｣を活用した授濃
を取り入れ,実践研究を積んでいきたい｡
また,解説や実践例などを掲擬した明快な
解説 ･実践心が同社よりTiflJされることを
厚く望む｡
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